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解　

題

池　

田　

眞　

朗

一　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義

　

武
蔵
野
大
学
法
学
部
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
六
日
に
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
法
学
部
の
開
設
記
念
行
事
の
掉

尾
を
飾
る
も
の
と
し
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
法
律
学
─
支
援
と
共
生
─
』
を
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
法
律
学
科
主
幹
の
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
一
九
日
に
開
催
し
た
第

一
回
の
『
二
一
世
紀
の
資
金
調
達
と
民
事
法
の
役
割
─
中
小
企
業
の
発
展
と
市
民
の
幸
福
の
た
め
に
─
』
に
続
く
も
の
で
あ

る
。

　
『
二
一
世
紀
の
資
金
調
達
と
民
事
法
の
役
割
』
の
ほ
う
は
、
本
学
の
法
学
部
法
律
学
科
が
、
民
事
取
引
法
や
金
融
法
の
研

究
・
教
育
を
特
色
と
す
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
（
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
刊
行
の
『
武
蔵
野
法
学
』
第
一
号
に
収
録
し
て
い
る
）。
そ
こ
か
ら
二
年
半
を
経
過
し
て
、
ほ
ぼ
順
調
に
軌

道
に
乗
っ
た
法
学
部
法
律
学
科
が
、
今
度
は
そ
の
研
究
・
教
育
の
基
本
理
念
と
、
現
代
社
会
に
対
応
し
て
い
く
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
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ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
企
画
し
た
の
が
、
今
回
の
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
法
律
学
─
支
援
と
共
生
─
』
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
創
立
一
〇
〇
年
に
向
け
て
「
武
蔵
野
大
学
国
際
化
ビ
ジ
ョ
ン
１
０
０
」
を
掲
げ
て
、
大
学
全
体
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

促
進
し
て
い
る
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
国
際
化
と
は
距
離
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
な
法
律
学
が
ど
の
よ
う
に
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
貢
献
で
き
る
か
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
た
も
の
」（
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
紹
介
し
た
『
大
學
新
聞
』
一
三
八
号
の
評

価
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
律
学
と
い
う
も
の
の
本
来
目
的
と
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
世
の
中
の
様
々
な
集
団
に
お
け
る
人
々
の
幸

福
の
実
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
学
が
二
〇
一
六
年
四
月
に
新
し
く
発
表
し
た
、「
世
界
の
幸
せ
を
カ
タ
チ
に
す
る
」
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
も
し
っ
か
り
と
つ
な
が
る
も
の
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て

企
画
さ
れ
て
い
た
（
ち
な
み
に
、
既
に
前
掲
『
二
一
世
紀
の
資
金
調
達
と
民
事
法
の
役
割
』
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ポ
ス
タ
ー
で
も
、

「
平
成
26
年
4
月
開
設
の
武
蔵
野
大
学
法
学
部
は
、「
新
時
代
を
拓
く
法
学
部
」
を
標
榜
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
志
向
と
公
務
員
・
資
格

志
向
に
重
点
を
置
い
た
教
育
を
行
い
、
国
内
社
会
・
国
際
社
会
で
の
共
生
・
幸
福
を
実
現
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。」

と
掲
げ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
）。

二　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成
と
概
要

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
西
本
照
真
学
長
の
開
会
挨
拶
を
も
っ
て
始
ま
り
、
池
田
眞
朗
法
学
部
長
か
ら
「
共
生
の
法
律
学
」
と

題
し
た
趣
旨
説
明
（
そ
こ
で
は
「
共
生
」
に
関
連
す
る
「
持
続
可
能
性Sustainability

」
と
、「
支
援
と
共
生
」
に
関
連
す
る

「w
in-w
in

の
関
係
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
言
及
が
さ
れ
て
い
る
）
が
な
さ
れ
た
後
、
招
待
講
演
、
基
調
講
演
、
そ
し
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
め
ら
れ
た
。
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招
待
講
演
は
二
名
の
外
国
大
学
か
ら
の
講
演
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
初
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
の

二
宮
正
人
教
授
が
、「
日
本
国
内
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
対
す
る
支
援
と
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
日
本

か
ら
見
れ
ば
「
受
け
入
れ
る
」
支
援
で
あ
る
が
、
し
か
し
か
つ
て
の
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
の
「
受
け
入
れ
ら
れ
た
」
歴

史
に
も
思
い
を
は
せ
な
が
ら
聴
く
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
た
（
二
宮
教
授
は
、
東
京
大
学
で
学
位
を
得
ら
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
や
明

治
大
学
で
も
教
鞭
を
と
っ
て
こ
ら
れ
た
、
日
伯
学
術
交
流
の
文
字
通
り
の
中
心
人
物
で
あ
る
が
、
ご
自
身
が
、
日
本
で
お
生
ま
れ

に
な
っ
て
五
歳
で
ご
両
親
と
と
も
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
さ
れ
た
方
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
）。　

　

な
お
、
二
宮
教
授
の
講
演
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
西
本
学
長
か
ら
二
宮
教
授
に
対
し
て
、
本
学
客
員
教
授
の
称
号
を
授
与
す

る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

二
つ
目
の
招
待
講
演
は
、
中
国
の
北
京
大
学
国
際
法
学
院
の
朱
大
明
准
教
授
・
助
理
院
長
（
本
学
客
員
教
授
）
に
よ
っ
て
、

「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
会
社
法
の
現
状
と
発
展
の
潮
流
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
の
会
社
法

の
発
展
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
法
形
成
に
お
け
る
相
互
影
響
と
い
う
も
の
を
分
析
の
基
点
と
し

て
把
握
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
た
。
な
お
本
講
演
は
中
国
語
で
行
わ
れ
、
金
安
妮
さ
ん
（
慶
應
義
塾
大
学
後
期
博
士
課
程
、
現
武

蔵
野
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
）
の
通
訳
が
な
さ
れ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
の
基
調
講
演
は
、
慶
應
義
塾
大
学
法
科
大
学
院
の
松
尾
弘
教
授
（
本
学
客
員
教
授
）
に
よ
る
、「
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
へ
の
法
整
備
支
援
と
『
開
発
法
学
』
の
展
開
─
メ
コ
ン
地
域
を
中
心
に
─
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
松
尾
教

授
は
、
民
法
物
権
法
が
本
来
の
専
門
で
あ
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各
国
で
法
整
備
支
援
の
実
践
を
し
つ
つ
、「
開
発
法
学
」
と
い

う
新
し
い
法
律
学
の
分
野
を
打
ち
立
て
ら
れ
た
、
こ
の
道
の
第
一
人
者
で
あ
る
（
同
教
授
は
本
学
法
学
部
法
律
学
科
で
も
、「
ア

ジ
ア
法
（
中
国
法
・
韓
国
法
）」「
ア
ジ
ア
法
（
東
南
ア
ジ
ア
法
）」
と
い
う
講
義
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
）。
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そ
し
て
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
法
教
育
支
援
─
支
援
か
ら
共
生
へ
─
」
を
テ
ー
マ
に
、

池
田
学
部
長
の
司
会
進
行
で
、
四
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
と
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

日
本
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
法
律
家
の
会
共
同
代
表
の
桜
木
和
代
弁
護
士
、
名
古
屋
大
学
法
政
国
際
教
育
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
テ

イ
リ
准
教
授
、
成
蹊
大
学
法
学
部
の
塩
澤
一
洋
教
授
、
そ
し
て
基
調
講
演
を
さ
れ
た
松
尾
弘
教
授
（
発
言
順
）
で
あ
る
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
公
的
な
法
整
備
支
援
と
は
別
に
、
弁
護
士
や
学
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
法
教
育
支
援
事
業
が
存
在
し
て
き
た
こ
と
が
ま
ず
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
実
践
と
展
開
の
中
に
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の
戦
禍
か
ら
の
立
ち
直
り
と
と
も
に
、
一
方
的
な
支
援
か
ら
相
互
の
共
生
へ
と
い
う
方
向
が
見
て
取
れ
る
の

か
、
あ
る
い
は
な
お
そ
こ
ま
で
の
進
展
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
あ
た
り
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
。
フ
ロ
ア
か
ら
頂
戴
し
た
、
他
大
学
研
究
者
の
ご
意
見
も
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
学
副
学
長
（
当
時
）・
政
治
経
済
研
究
所
所
長
（
当
時
）
の
中
村
孝
文
教
授
か
ら
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
一
三
時
か

ら
一
七
時
ま
で
四
時
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
盛
会
の
裡
に
終
了
し
た
。

　

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
発
刊
の
『
大
学
新
聞
』
一
三
八
号
で
報
道
さ
れ
、
ま
た
概
要
は
本

学
『
政
治
経
済
研
究
所
通
信
』
一
七
号
（
二
〇
一
七
年
二
月
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。


